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静岡県立大学では、2018 年度から、上智大学及びお茶の水女子大学と共同で、オンラインに

よる国際的な双方向の教育手法（COIL：Collaborative Online International Learning）を利

用した遠隔教育及び、交流事業を軸とする日米２国間の大学間連携を図るプロジェクトに取り

組んでいます（文部科学省補助事業）。 

 このたび、下記のとおり、看護学部専門科目「最新看護の動向」、「国際看護論」及び大学院

特別講義において、COIL の米国連携大学であるボストンカレッジ（Boston College）をはじめ

日・米・モンゴル３か国の４大学をオンライン（Zoom）で結び、「病院から在宅へのトランジシ

ョンにおける心不全患者のセルフケア」をテーマに、COIL 型教育によるオンライン講義を実施

します。 

 報道機関の皆様におかれましては、当日の取材をお願いします。取材をしていただける場合

は、事前にお問い合わせ先までご連絡ください。（Zoomの URLなどはお問い合わせいただいた際

にお伝えします。） 

記 

 

１ 日 時   2021年 1月 19日（火） 10:30～12:00 

２ 会 場   Zoomで実施 

３ 講義名   看護学部専門科目「最新看護の動向」、「国際看護論」、大学院特別講義 

４ 概 要 

 (1) テ ー マ 「病院から在宅へのトランジションにおける心不全患者のセルフケア」 

 (2) 講  師 ボストンカレッジ看護学部研究科 副学部長 Dr. Christopher Lee 教授 

 (3) 参加大学 ① 静岡県立大学 

        ② 上智大学 

        ③ ボストンカレッジ（米国マサチューセッツ州） 

        ④ 国立ドルノゴビ医科大学（モンゴル国ドルノゴビ県） 

        上記３か国４大学をオンラインで接続。 

 (4) 講義内容 2025 年に向け、地域包括ケアシステムの構築が推進される中、医療における

移行（トランジション）支援として、トランジショナルケアが重要な役割を

果たしています。講義を通し、実践につなぐ心不全のセルフケア理論と介入

について、理解を深めていきます。（使用言語：英語※通訳あり） 

 (5) 参加学生 上記４大学の看護学を学ぶ学部生、大学院生 60 名程度（予定）が自宅等か

らオンラインで参加します。 

 

 

 

 

 

提 供 日     2021/1/13 

タイトル 日・米・モンゴル３か国４大学を結ぶオンライン国際協働授業の 

     実施（看護学部） 

担 当     静岡県公立大学法人 

静岡県立大学 教育研究推進部 国際交流室  

発信担当者 054-264-5158 

日・米・モンゴル３か国４大学を結ぶオンライン国際協働授業を 

実施します（看護学部） 
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【本件に関するお問い合わせ先】 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 

静岡県立大学 教育研究推進部 国際交流室  

電話 054-264-5158  E-mail：kokusai1（ここに＠を入れる）u-shizuoka-ken.ac.jp 


